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１．�公的年金運用改革の目的

　公的年金の運用改革への注目が未だかつてない

程に高まっている。運用改革の発端となったのは、

安倍政権の下で2013年11月に公表された「公的・

準公的運用資金の運用・リスク管理等の高度化等

に関する有識者会議」の報告書であろう。この提

言の意図については、有識者会議のメンバーであ

る伊藤隆敏教授が本誌にて詳述しているが、本稿

では２つのポイントについて指摘したい。

　１点目は、公的年金の積立金に課せられた本来

の役割である「年金財政上求められるリターン獲

　公的年金運用改革では、運用資産の多様化運用戦略の多様化資産配分等における機動的な運用、が想定

される。今後はGPIF等における適切なガバナンス体制の構築や、十分なリスク管理機能を持った運用組織の強

化が必須となろう。改革の結果、市場では長期資金による影響力が増すと同時に、資産運用業界では際立った運

用能力やサブアドバイザリー機能を持つ運用会社へのニーズが増し、業界の活性化につながることが期待される。
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